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ま
し
ょ
う
。身
近
な
犯
罪
は
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
振
り
込
め
詐
欺
】

　
市
内
全
域
で
発
生
し
て
お
り
、
被
害
件
数
は
昨
年
同
時
期
と
比
べ
、
13
件
増

の
21
件
で
し
た
（
９
月
末
現
在
）。
被
害
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
、
電
話
で
息
子

や
孫
を
名
乗
り
、
現
金
を
騙
し
取
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
で
す
。

≪
対
策
≫
▼
「
カ
バ
ン
を
無
く
し
た
」「
お
金
を
取
り
に
行
く
」「
電
話
番
号
が

変
わ
っ
た
」
と
い
う
内
容
の
電
話
は
振
り
込
め
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。
話
を

う
の
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う　
▼
留
守
番
電
話
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

（
録
音
さ
れ
る
と
証
拠
が
残
る
た
め
、
犯
人
は
留
守
番
電
話
を
嫌
い
ま
す
）

■
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集　
自
宅
の
固
定
電
話
に
機
器
を

接
続
す
る
こ
と
で
、
振
り
込
め
詐
欺
や
、
悪
質
な
勧
誘
電
話
か
ら
の
着
信
を
、

ラ
ン
プ
の
光
る
色
と
音
声
案
内
で
警
告
し
て
く
れ
る
機
器
、｢

迷
惑
電
話
チ
ェ

ッ
カ
ー｣

を
28
年
３
月
31
日
ま
で
、
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
生
活
安
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
台
数
に
限
り
あ
り
）。

【
オ
ー
ト
バ
イ
盗
難
】

　
米
本
、大
和
田
新
田
、高
津
地
区
の
集
合
住
宅
駐
輪
場
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
カ
ブ
タ
イ
プ
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
多
く
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

≪
対
策
≫
▼
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
し
て
あ
る
状
態
で
も
盗

難
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。頑
丈
な
補
助
錠
で
、柱
な
ど
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

▼
短
時
間
の
駐
輪
で
も
、
必
ず
施
錠
し
ま
し
ょ
う　
▼
照
明
設
備
の
整
っ
た
駐

車
場
・
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、車
体
に
カ
バ
ー
を
か
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
安
全
課
）

（
文
化・ス
ポ
ー
ツ
課
）

市
民
文
化
祭
11
月
３
日
ま
で
の
日
程

行
事

日
時

場
所

八
千
代
菊
花
大
会
10
月
21
日
㈫
～
11
月
15
日
㈯

９
時
～
16
時

八
千
代
市
麦
丸

１
１
２
９-

１

秋
の
人
形
劇

ま
つ
り

10
月
25
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

緑
が
丘
公
民
館

高
津
公
民
館

ま
つ
り

10
月
25
日
㈯
10
時
～
16
時（
作
品
発
表
）

10
月
26
日
㈰
10
時
～
15
時（
作
品
発
表
）
高
津
公
民
館
・

第
２
集
会
所

10
月
26
日
㈰
13
時
～
15
時（
演
技
発
表
）
高
津
小
学
校
体
育
館

睦
公
民
館
ま
つ
り
10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
10
時
～
16
時

（
作
品
展
示
・
演
技
発
表
・
実
演
発
表

※
実
演
発
表
は
25
日
㈯
の
み
）

睦
公
民
館

東
京
成
徳
大
学

翠す
い
し
ょ
う樟
祭

10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
11
時
～
17
時

東
京
成
徳
大
学

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス

市
民
美
術
展

10
月
25
日
㈯
～
31
日
㈮
９
時
30
分
～
17
時

※
28
日
㈫
休
館
、
31
日
㈮
は
16
時
ま
で
勝
田
台
文
化

セ
ン
タ
ー

沖
縄
エ
イ
サ
ー

太
鼓
と
琉
球
舞
踊
10
月
26
日
㈰
14
時
30
分
～
16
時

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

市
民
茶
会

11
月
２
日
㈰
10
時
～
15
時

茶
券
１
枚
２
席（
濃
茶・薄
茶
）１
５
０
０
円

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
無
料

文
化
伝
承
館

市
民
芸
能
祭

11
月
２
日
㈰
・
３
日
㈷
10
時
開
演

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■循環型社会のイメージ

リサイクル
(Recycle)
再生利用

リデュース
(Reduce)
発生抑制

リユース
(Reuse)
再使用

処理
（再生や焼却）

廃棄

生産

消費
使用

最終処分
（埋め立て）

天然資源

　私たちが生活している社会は、大量の資源やエネルギーを消費
し、大量のごみを排出しています。しかし、資源やエネルギーに
は限りがあります。焼却炉や最終処分場の処理能力にも限界があ
ります。地球環境を守るため、一人ひとりが生活スタイルを見直
し、環境に悪影響を与えない暮らし方をしてみませんか。

　循環型社会を実現するためには、私たち一人
ひとりが、毎日の生活の中で「３Ｒ（スリーアー
ル）」を実践することが大切です。３Ｒとは、ごみ
を減らすための取り組みを表す３つのキーワー
ドの頭文字です。３つのＲは、Reduce（リデュー
ス：ごみの発生抑制）、Reuse（リユース：再使
用）」、Recycle（リサイクル：再資源化・再生利
用）」。この取り組みを進めていくと、次のよう
な効果があります。
○ごみが減り、燃やす・埋め立てるといった処理

　施設の負担が減り、施設の延命化につながる
○ごみ処理に係る燃料などの経費が節約できる
○材木や鉄などの天然資源の消費を抑制できる
○ごみの焼却や収集運搬で発生する二酸化炭素
　の発生を減らし、環境への負荷を減らせる
　次ページでは、３Ｒの具体的な取り組みにつ
いて紹介しています。できることからはじめて
みませんか。

　現在、私たちは、大変便利で豊かな生活を送っ
ています。
　一方、地球上の限りある資源やエネルギーを
大量消費するとともに、大量のごみを生み出し、
天然資源の枯渇、環境破壊、最終処分場の不足
など、さまざまな問題に直面しています。
　これらの問題を解決するために、これまでの
ライフスタイルや経済活動など、社会活動を根
本的に見直す必要に迫られています。
　私たちは、「循環型社会」を形成していかな
ければなりません。「循環型社会」とは、ごみ
を出さず資源として使い、最終的にごみとなっ

　「一人一日あたりのごみ排出量の100グラ
ム減量」目標達成のため、標語を公募し、「100
グラム　毎日減らしてきれいな八千代」が選
ばれました。
　市のごみ減量キャラクターとして、市民か
ら公募し選ばれた「再くるくん」があります。
デザインは空き缶
をリサイクルする
過程をロボットと
して図式化したも
のです。どちらも
指定袋に印刷され
ています。

たものでも、分別するなどきちんと処分するこ
とで、天然資源の消費を抑え、環境破壊を抑制
する社会のことです。

達成するため、市では一般廃棄物の発生抑制や
減量、資源化など、様々な取り組みを行ってい
ます。

　25年度の１人１日あたりのごみ排出量は、784
グラムでした。みなさんの協力により21年度の
821グラムから、４年間で約40グラム減らせま
した。今後、さらに60グラム減らしていくために
も引き続き、ごみ減量にご協力をお願いします。

　市では、循環型社会を実現していくための指
針として、23年３月に「八千代市一般廃棄物処理
基本計画」を策定。32年度を目途として、ごみ
の排出量や再資源化量など、さまざまな挑戦目
標を設定しています。中でも最大の挑戦目標は、
「１人１日あたりのごみの排出量」を、21年度
の821グラムから、32年度までに100グラム減量
し、721グラムにするというものです。この目標を

ごみ減量の目標は
１人１日100グラム

目標達成に向けて
より一層のごみ減量を

３Ｒに取り組みましょう

３Ｒの実践で八千代を
ごみの少ないまちに

私たちの生活を見直し
「循環型社会」への転換を

ごみ減量に関する標語と
キャラクター「再くるくん」

■表１　１人１日あたりのごみの量
年　度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
数　量 821グラム 789グラム 796グラム 785グラム 784グラム

21年度との比較 △32グラム △25グラム △36グラム △37グラム
※23年度のごみの増量については、震災の影響による


